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第１章　人工皮革・合成皮革の技術変革と種類 ･ 製造 ･ 環境対応の進展

京都女子大学　　榎本　雅穗

はじめに
2024 年、JIS K65411）において、皮革産業界で用いられる素材に関連する用語が規定された。大

まかにまとめると、①革（レザー）素材の基本用語、なめしに関する用語、製革途中の素材に関する

用語、仕上げ後の素材に関する用語として用語及び定義がなされた。②革（レザー）を粉砕などして

再利用した素材は、皮革繊維再生複合材として用語及び定義がなされた。③革（レザー）を模倣した

素材に関する用語として、合成皮革と人工皮革の用語及び定義がなされた。この中で合成皮革は、『基

材に織布、編物、不織布などを用いて、表面にポリ塩化ビニル（PVC）、ポリアミド、ポリウレタン（PU）

などの合成樹脂面を配して、革（レザー）の外観に類似させ、その特徴である感触、光沢、柔軟性な

どを与えたもの』と定義されている。また人工皮革は、『基材に特殊不織布を用いて、表面に PVC、

ポリアミド、PU などの合成樹脂面を配して、革（レザー）の外観に類似させ、その特徴である感触、

光沢、柔軟性などを与え、銀付き革調に加工、又は特殊不織布に立毛を配して、スエード調、ベロア

調、ヌバック調に加工したもの』と定義されている。さらに、人工皮革に使用する特殊不織布につい

ても定義がなされており、『ランダム三次元立体構造を持つ繊維層を主とし、あるいはランダム三次

元立体構造を持つ繊維層に織布又は編物を組み合わせ、ポリウレタン又はそれに類する可とう性を持

つ高分子物質を含浸させたものをいう』と定義された。

2024 年の JIS K6541 制定に関しては、革（レザー）のみを規定した ISO 15115:2019 を基にして

いるが、JIS K6541 においては、日本で技術革新されて商品化され、すでに消費者に認知されている

合成皮革と人工皮革について、用語と定義がなされた。この制定の趣旨は、近年、急速に非動物性の

素材に革（レザー）という用語が乱用されるようになり、消費者への誤解または混乱が大きくなった

こと、最近のデザイナーズブランドの本革からヴィーガンへのニュースなども一因になっているもの

と推測できる。すでに発売されたものや今後予定されているものに関しては、出願済みの特許や商標

登録、他の法律などとも関わることになると考えられる。

またその一方で、2017 年 4 月からの家庭用品品質表示法 雑貨工業品品質表示規程では、合成皮

革のうち、基材に特殊不織布（ランダム三次元立体構造を有する繊維層を主とし、PU 又はそれに類

する可撓性を有する高分子物質を含浸させたもの）を用いているものについては、「合成皮革」の用

語に代えて「人工皮革」の用語を用いることができるとされ、合成皮革という大きなくくりの中に人

工皮革が含まれた表示規定となっている。

なお、過去からアパレルにおいてドライクリーニングトラブルを多発させてきた PVC 樹脂を用い

た合成皮革については、今後も合成皮革（PVC 使用）などの表記がなされるものと思われる。

本来、皮革とは動物の皮膚を生のまま、もしくはなめしてあるものを指す。ここでは便宜上、合成

素材によるものも含めて使用し表記すると、それらは素材と製法により人工皮革、合成皮革、PVC
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を使用した合成皮革などに分類できる。本稿では、その製造方法と構造について解説すると共に、今

後の PU 樹脂に求められる環境対応について紹介する。　

1.　人工皮革、合成皮革、PVCを使用した合成皮革2,3）

1.1　人工皮革、合成皮革、PVCレザーの違いと開発の歴史

天然素材と合成素材による皮革の分類を図 1 に示した。天然皮革の代替材料を作ろうとする研究

は古くから行われてきており、1930 年代には PVC 樹脂を用いた合成皮革、1950 年代にはポリアミ

ド（ナイロン）樹脂や PU 樹脂を用いた合成皮革の生産が始まった。これらは、見た目と触感を銀付

き革や型押し革に近づけたもので、銀付き調合成皮革として良好なものであった。一方では、合成皮

革の表面を研磨してスエード調やヌバック調のものも作られたが天然皮革には及ばす、PU 樹脂を不

織布に含浸加工した特殊不織布による人工皮革の登場を待って、これらは実現することになる。人工

皮革は、天然皮革を断面構造から摸したものとして、1963 年の DuPont 社による靴甲用人工皮革

“Corfam” を最初に、特殊不織布を使用して生産が開始された。そして日本の人工皮革メーカーにお

いて、この特殊不織布の不織布繊維と PU 樹脂との非接着処理加工に関する技術革新が行われて完成

した。さらに、スエード調やヌバック調に関しては、通常繊維で作られた特殊不織布から極細繊維を

使用したものに変わることによって、生産量を飛躍的に伸ばすと共に、人工皮革は天然皮革とは別の

新素材として、商品上の棲み分けもなされて発展してきた。

図 1　天然素材・合成素材による皮革の分類
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1.2　人工皮革とは

人工皮革は、スエード調タイプとして、三次元交絡した不織布の繊維に PU 樹脂などの高分子を充

填して製造した特殊不織布を使用したものと、銀面付き調タイプとして、特殊不織布の表面に PU 樹

脂をラミネート、あるいはミクロポーラス層を積層して構成したものに分けることができる。図 2

にその加工工程別模式図を示した。人工皮革の素材で有る特殊不織布の製造には、PU 樹脂などの有

機溶剤溶液や環境対応型としての水分散液などが、多孔質構造を有するように加工されて使用される。

詳述すると、スエード調人工皮革は、図 3（a）に示したように特殊不織布表面をサンドペーパーで

起毛し、さらに染色加工と表面仕上げ加工が施され仕上げられる。表面仕上げに表面処理剤が使用さ

れる場合には、PU 樹脂などの樹脂溶液や水分散液に、触感改質剤や艶消し剤、着色剤、染料移行防

止用薬剤などが配合される。銀面付き調人工皮革は、大きく分けて 2 種の加工方法に分けられる。

一方は、特殊不織布表面に、複数回表面処理剤を積層することで銀面を造面形成し、その後にエンボ

ス加工を行ったものである。この際使用する表面処理剤も、前述同様で使用用途に応じた風合いや色

合いに仕上げられる。他方は、乾式転写コーティング法と呼ばれ、あらかじめ表皮層フィルムを離型

紙上に形成し、これを PU 系接着剤で特殊不織布表面に貼り合わせたタイプで図 3（b）に示した。

この表皮層フィルムに用いられる PU 樹脂には、PU 樹脂などの樹脂溶液や水分散液に、触感表現に

有効なシリコーン系化合物やワックス類などが添加されたり、これらを PU 樹脂に共重合したものが

使われ、皮しぼや艶消し模様を施した離型紙上に流延後に乾燥してフィルム化される。また人工皮革

には、特殊不織布に PU 樹脂による微多孔質皮膜を積層させたものを人工皮革基材として使用したも

のも有る。この場合には、図 3（c）に示したように基材表面に前述の表面処理剤による表面仕上げ

とエンボス加工とを組み合わせて仕上げたタイプや、基材表面をバフィング加工することにより内部

の多孔構造を露出させてスエード調としたタイプ、あるいは前述同様に、乾式転写コーティング法に

より形成した表皮層用 PU フィルムに接着剤を使用して基材と貼り合わせしたものもある。

図 2　人工皮革の加工工程別模式図
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